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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月10日(2019.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　帯状の導体が所定軸線周りに複数回巻かれたコイルと、
　一方の端子が前記導体に接続されており、他方の端子が接地部位に接続されるコンデン
サと、
　前記コイルの前記所定軸線方向の端面側に当接している冷却部材と、
を備え、
　前記コイルは、前記所定軸線方向の端面に、表面が平坦なセラミック層を有し、
　前記セラミック層の前記表面側が前記冷却部材に当接しており、
　前記冷却部材は、内部に水を流通可能な流路が設けられているローパスフィルタ。
【請求項２】
　前記コイルは、前記導体、絶縁部材、接着部材の順に積層された積層体が前記所定軸線
周りに複数回巻かれている、請求項１に記載のローパスフィルタ。
【請求項３】
　前記コイルのインピーダンスと周波数との関係を示す周波数特性が、前記コイルの巻数
、前記導体の幅、及び前記絶縁部材の厚みにより調整されている、請求項２に記載のロー
パスフィルタ。
【請求項４】
　除去対象のノイズの周波数が除去対象周波数として予め定められており、
　前記コイルのインピーダンスが最大となる周波数が前記除去対象周波数から所定周波数
ずれている、請求項１～３のいずれか１項に記載のローパスフィルタ。
【請求項５】
　前記コイルのインピーダンスが最大となる周波数は、前記除去対象周波数よりも前記所
定周波数大きい、請求項４に記載のローパスフィルタ。
【請求項６】



(2) JP 2018-74485 A5 2019.7.25

　前記コイルのインピーダンスが最大となる周波数は、前記除去対象周波数よりも前記所
定周波数小さい、請求項４に記載のローパスフィルタ。
【請求項７】
　前記除去対象周波数は、１００ｋＨｚ～２０ＭＨｚである、請求項４～６のいずれか１
項に記載のローパスフィルタ。
【請求項８】
　前記コンデンサを複数備え、
　複数の前記コンデンサが並列接続されている、請求項１～７のいずれか１項に記載のロ
ーパスフィルタ。
【請求項９】
　前記コイルを複数備え、
　ひとつの前記冷却部材に複数の前記コイルが当接している、請求項１～８のいずれか１
項に記載のローパスフィルタ。
【請求項１０】
　前記冷却部材の形状は板状であり、その表裏のそれぞれに少なくともひとつの前記コイ
ルが当接している、請求項９に記載のローパスフィルタ。
【請求項１１】
　帯状の導体が所定軸線周りに複数回巻かれたコイルと、
　一方の端子が前記導体に接続されており、他方の端子が接地部位に接続されるコンデン
サと、
　前記コイルの前記所定軸線方向の端面側に当接している冷却部材と、
を備えるローパスフィルタの製造方法であって、
　前記コイルのインピーダンスと周波数との関係を示す周波数特性を、前記コイルの巻数
、前記導体の幅、及び絶縁部材の厚みにより調整するローパスフィルタの製造方法。
【請求項１２】
　除去対象のノイズの周波数が除去対象周波数として予め定められており、
　前記コイルのインピーダンスが最大となる周波数を前記除去対象周波数から所定周波数
ずらす、請求項１１に記載のローパスフィルタの製造方法。
【請求項１３】
　前記コイルのインピーダンスが最大となる周波数を、前記除去対象周波数よりも前記所
定周波数大きくする、請求項１２に記載のローパスフィルタの製造方法。
【請求項１４】
　前記コイルのインピーダンスが最大となる周波数を、前記除去対象周波数よりも前記所
定周波数小さくする、請求項１２に記載のローパスフィルタの製造方法。
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